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１．はじめに

（１）趣旨

下野市では、市の将来像と、その実現に向けた基本的な施策を表した市の総

合計画を基に、市民の教育、福祉の充実や安全・安心の一層の実現などを目指

し、「市民と行政との協働」を基本に「心豊かに暮らせる、創造と躍進のまち」

を施策展開の一つに挙げ、諸施策の推進に努めています。

本市教育委員会においては、その総合計画に基づき下野市教育計画を策定し、

「みんなで学び文化を育むふれあいのまちづくり」を目指し、教育行政の様々

な施策を展開しています。

今年は平成２３年３月１１日に東日本大震災が発生し、今でも福島原発では

緊迫した状況が続き、避難を余儀なくされている方たちが大勢おられます。

被災された子どもたちの教育環境への影響も受けており、市に避難されてき

た子どもたちが格差のない教育を受けられるよう、学習できる環境を整えるた

めの迅速な対応が求められております。

市民はもとより、避難してきた方にも、下野市に住んでよかったと感じてい

ただけるように、教育行政のさらなる充実・発展に努めてまいります。

この報告書は、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２７条及び

「下野市教育委員会点検評価実施要綱」の規定に基づき、平成２２年度の下野

市教育委員会の事務事業について、市民の皆様への説明責任を果たすため、あ

らためて点検及び評価を実施し、報告書としてまとめました。

（２）点検評価の対象

市の総合計画を中心とした教育委員会所管の主な施策・事業等としました。

（３）点検評価の方法

(ア)点検評価にあたっては、施策・事業の執行状況を明らかにするととも

に、課題等を分析検討したうえで、今後の対応方向を記述しました。

(イ)点検評価の客観性を確保するため、教育に関し学識経験を有する方な

ど外部の方々のご意見をお聞きする機会を設けるため、５名を選任し

外部評価委員会を開催いたしました。
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２．教育委員会議の開催状況

教育委員会議は、下野市教育委

員会会議規則第４条第１項に基づ

き毎月開催の「定例会」と、同規

則第２条第２項に基づき、急を要

し委員長が認めた「臨時会」を開

催しております。平成２２年度は

合計１４回開催しました。

（１）教育委員会定例会・・・・・・・・１２回

（２）教育委員会臨時会・・・・・・・・ ２回

３．教育委員会議における審議状況

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条第２項及び「下野市

教育委員会教育長に対する事務委任規則」の規定に基づき、平成２２年度は合

計４７件について審議しました。

（１）教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針 ・・・・・・・・１件

（２）教育委員会規則・規程・要綱の制定及び改廃 ・・・・・・・１５件

（３）職員の人事に関すること ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２件

（４）教育予算その他議会の議決を経るべき議案についての意見申出・・・０件

（５）教科用図書の採択に関すること ・・・・・・・・・・・・・・・・１件

（６）その他 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・２８件

各種委員の委嘱・・・・・・・・・・・１９件

諮問・答申・・・・・・・・・・・・・・４件

その他・・・・・・・・・・・・・・・・５件

※審議案件のほか、報告事項、協議事項、その他についても取り扱いました。

（報告事項３２件、協議事項１０件、討議事項５件、その他１６件）

◆下野市教育委員会委員名簿（平成２２年度在籍）

職 名 氏 名 職 名 氏 名

委 員 長 永山 伸一 委員長職務代理 川口 桂子

委 員 高桑 正克 委 員 前原 久

教 育 長 古口 紀夫



番号 件 名

1 下野市教育委員会委員長の選挙について

議案番号 件 名 提出日 分類（※）

1
下野市私立幼稚園奨励費補助金交付要綱の一部改正に
ついて

平成22年4月22日 （2）

2
下野市私立幼稚園第二子等保育料減免事業費補助金交
付要綱の一部改正について

平成22年4月22日 （2）

3 平成22年度学校評議員の委嘱について 平成22年4月22日 （6）委

4
下野市教育委員会点検評価実施に伴う外部評価委員会
委員の委嘱について

平成22年5月20日 （6）委

5 下野市社会教育委員の委嘱について 平成22年5月20日 （6）委

6 下野市公民館運営審議会委員の委嘱について 平成22年5月20日 （6）委

7 下野市図書館協議会委員の委嘱について 平成22年5月20日 （6）委

8 下野市ふれあい学習推進委員会委員の委嘱について 平成22年5月20日 （6）委

9 下野市少年スポーツ指導員の委嘱について 平成22年5月20日 （6）委

10 下野市立小中学校教科用図書選定委員の委嘱について 平成22年6月1日 （6）委

11 下野市立小中学校教科用図書調査員の推薦について 平成22年6月1日 （6）他

12 下野市学校適正配置検討委員会委員の委嘱について 平成22年6月25日 （6）委

13 下野市教育推進懇談会委員の委嘱について 平成22年6月25日 （6）委

14 下野市スポーツ振興審議会委員の委嘱について 平成22年6月25日 （6）委

15
平成23年度下野市立小中学校教科用図書の採択につい
て

平成22年7月22日 （5）

16 下野市就学指導委員会への諮問について 平成22年7月22日 （6）諮

17 下野市就学指導委員会委員の委嘱について 平成22年7月22日 （6）委

18
下野市学校食育推進運営委員会設置要綱の制定につい
て

平成22年7月22日 （2）

19 下野市学校食育推進運営委員会委員の委嘱について 平成22年7月22日 （6）委

20
下野市立国分寺学校給食センター運営委員会委員の委
嘱について

平成22年7月22日 （6）委

21
平成22年度下野市児童表彰に関する被表彰候補児童の
内申について

平成22年9月16日 （6）他

22
第１回下野市就学指導委員会の判定結果について（答
申）

平成22年9月16日 （6）諮

23 下野市社会教育指導員の委嘱について 平成22年9月16日 （6）委

24 下野市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 平成22年9月16日 （2）

25 下野市教育委員会表彰規則の一部改正について 平成22年9月16日 （2）

審議状況一覧

（２）審議事項 ４７件 （※分類はＰ２ ３.の事務委任規則の区分）

（１）選挙 １件

協議日

平成23年3月25日
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議案番号 件 名 提出日 分類（※）

26 平成23年度小中学校職員定期異動方針について 平成22年10月20日 （1）

27 下野市体育指導委員の委嘱について 平成22年10月20日 （6）委

28 職員に対する服務上の措置について 平成22年11月30日 （3）

29 平成２２年度教育委員会被表彰者の決定について 平成22年12月16日 （6）他

30
第２・３回下野市就学指導委員会の判定結果について（答
申）

平成22年12月16日 （6）諮

31
下野市立史跡公園等展示施設設置条例施行規則の一部
改正について

平成22年12月16日 （2）

32 下野市公民館設置条例施行規則の一部改正について 平成22年12月16日 （2）

33 下野市体育施設条例施行規則の一部改正について 平成22年12月16日 （2）

34
下野市スポーツ交流館条例施行規則の一部改正につい
て

平成22年12月16日 （2）

35
下野市国分寺Ｂ＆Ｇ海洋センター条例施行規則の一部改
正について

平成22年12月16日 （2）

36
下野市立小中学校体育施設の開放に関する規則の一部
改正について

平成22年12月16日 （2）

37 下野市学校給食検討委員会の答申について 平成23年1月20日 （6）諮

38 下野市小中学校管理規則の一部改正について 平成23年1月20日 （2）

39 平成22年度教育委員会表彰被表彰者の追加について 平成23年1月20日 （6）他

40 下野市薬師寺歴史館嘱託員の委嘱について 平成23年1月20日 （6）委

41 下野市スクールアシスタントの委嘱について 平成23年2月17日 （6）委

42 下野市社会教育指導員の委嘱について 平成23年2月17日 （6）委

43 平成２３年度下野市教職員の人事異動について 平成23年3月1日 （3）

44 下野市教育委員会事務局組織規則の一部改正について 平成23年3月24日 （2）

45
下野市小中学校外国語指導助手業務委託事業者選定プ
ロポーザル実施要領の制定について

平成23年3月24日 （2）

46
下野市生涯学習情報センター条例施行規則の一部改正
について

平成23年3月24日 （2）

47 下野市教育委員会委員長職務代理者の指定について 平成23年3月25日 （6）他
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番号 件 名 報告日

1 下野市生涯学習推進本部設置要綱の一部改正について 平成22年4月22日

2 寄附の受け入れについて 平成22年5月20日

3 下野市立学校設置条例の一部改正について 平成22年5月20日

4 平成22年度就学援助費認定状況について 平成22年5月20日

5 栄養教諭を中核とした食育推進事業について 平成22年5月20日

6 ６月定例議会の報告について 平成22年6月25日

7 教育委員会後援等承認について 平成22年6月25日

8 学校訪問について 平成22年6月25日

9 下野市奨学生募集について 平成22年6月25日

10 平成２１年度学校給食費滞納状況について 平成22年7月22日

11 平成22年度下野市教育委員会点検評価報告書について 平成22年8月19日

12 子ども手当支給金窓口払いによる給食費滞納整理について 平成22年8月19日

13 下野市学校教育サポートチームの設置について 平成22年8月19日

14 平成２１年度財団法人グリムの里いしばしの経営状況について 平成22年8月19日

15 ９月定例議会の報告について 平成22年9月16日

16 教育委員会後援等承認について 平成22年9月16日

17 寄附の受け入れについて 平成22年9月16日

18 学校訪問について 平成22年10月20日

19 全国学力・学習状況調査結果について 平成22年10月20日

20 学校給食費の滞納整理状況について 平成22年11月18日

21 12月定例議会の報告について 平成22年12月16日

22 教育委員会後援等の承認について 平成22年12月16日

23 寄附の受け入れについて 平成22年12月16日

24 下野市都市公園条例施行規則の一部改正について 平成22年12月16日

25 下野市小中学校入学式・卒業式について 平成23年2月17日

26 第５回下野薬師寺跡史跡まつりの開催について 平成23年2月17日

27 ３月定例議会の報告について 平成23年3月24日

28 教育委員会後援等の承認について 平成23年3月24日

29 寄附の受け入れについて 平成23年3月24日

30 平成23年度下野市学校教育計画について 平成23年3月24日

31 平成23年度教育研究所要覧について 平成23年3月24日

32 平成23年度当初予算主要事業概要について 平成23年3月24日

（３）報告事項 ３２件
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番号 件 名 協議日

1
下野市小中学校教科用図書選定委員会委員の選任及び事務日
程について

平成22年4月22日

2 学校訪問について 平成22年5月20日

3 教育委員会表彰取扱要領について 平成22年5月20日

4
下野市立国分寺学校給食センターの運営委員会委員選任に
ついて

平成22年6月25日

5 下野市生涯学習推進協議会教育文化部会委員の選任について 平成22年6月25日

6 下野市人権推進審議会委員の選任について 平成22年6月25日

7 社会福祉法人 下野市社会福祉協議会理事の推薦について 平成22年7月22日

8 平成22年度下野市教育委員会点検・評価報告書（案）について 平成22年7月22日

9 下野市都市計画審議会委員の推薦について 平成22年9月16日

10 第5回下野市教育のつどい開催計画について 平成22年12月16日

番号 件 名 協議日

1 下野市の教科書選定について 平成22年4月22日

2 学校教育サポートセンター設置について 平成22年5月20日

3 教科指導力のある教職員の表彰について 平成22年6月25日

4 下野市行政評価市民評価結果と今後の事業のあり方について 平成22年11月18日

5 下野市学校教育の独自性について 平成23年1月20日

番号 件 名 協議日

1 平成22年度下野市民体育祭ティーボール大会開催について 平成22年5月20日

2 平成22年度下野市民体育祭ティーボール大会実施状況について 平成22年6月25日

3
下都賀地区市町教育委員会連合会教育委員全体研修会の開催
について

平成22年6月25日

4 下野市教育委員会教職員表彰制度（案）の実施について 平成22年8月19日

5 秋季大運動会の案内、県総合体育大会の結果について 平成22年8月19日

6 教育のつどいについて 平成22年10月20日

7 平成22年度栃木県市町村教育委員会委員研修会開催について 平成22年10月20日

8 栃木県オープンキンボール大会の開催について 平成22年10月20日

9 教育福祉常任委員との懇談会について 平成22年11月18日

10 平成23年度教育委員会日程について 平成22年12月16日

11
平成23年度関東甲信越静市町教育委員会連合会総会及び研修
会の開催について

平成22年12月16日

12 平成22年度下都賀地区県新人大会結果について 平成22年12月16日

13
平成22年度下野市教職員全体研修会(研究発表会)の開催に
ついて

平成22年12月16日

14 平成23年度教育委員会の日程確認について 平成23年1月20日

15 第５回教育のつどいについて 平成23年1月20日

16
下野市教育関係施設における東北関東大震災の被害状況報告
及び対応策について

平成23年3月24日

（４）協議事項 １０件

（５）討議事項 ５件

（６）その他 １６件
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４．教育委員会以外での活動状況

教育委員は、教育委員会議出席以外に、学校訪問、各種行事等に参加しました。

（１）教育委員会連合会等

関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会・研修会

関東地区都市教育長協議会総会

栃木県市町村教育委員会連合会総会・全体会・研修会

下都賀地区市町教育委員会連合会定例会

下都賀地区市町教育委員会連合会学事視察

下都賀地区市町教育委員会連合会全体研修会

（２）学校訪問、幼稚園訪問(私立石橋幼稚園)

国分寺中学校、石橋中学校、細谷小学校

◆学校訪問 ※各学校の児童生徒数、学級数は平成２２年５月１日現在

学 校 名 期 日

国分寺中学校 平成 22 年 6 月 30 日午前 11 時 30 分～午後 3 時 30 分

生徒数・学級数 生徒数 483 名 学級数 1７学級

訪問内容

・ 学校概要の説明

・ 給食会食

・ 授業参観

・ 教職員との懇談会

学 校 名 期 日

石橋中学校 平成 22 年 7 月 7 日 午後 2 時～4 時 20 分

生徒数・学級数 生徒数 583 名 学級数 ２１学級

訪問内容

・ 学校概要の説明

・ 授業参観及び施設案内

・ 教職員との懇談会
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学 校 名 期 日

細谷小学校 平成 22年 11 月 18 日午前 11時 30 分～午後 2 時 15 分

児童数・学級数 児童数 36 名 学級数 4 学級

訪問内容

・ 読書集会

・ 給食会食

・ 校長との懇談

・ 授業参観及び校内巡回

◆私立幼稚園訪問(市内７園の内)

幼稚園名 期 日

石橋幼稚園 平成 22 年 11 月 18 日 午前 10 時 10 分～11 時 20 分

訪問内容 ・ 定員１40 名 ・園児数１07 名 ・教職員１0 名

・ 幼稚園の概要、教育方針等について

・ 施設見学

◆保護者との懇談会

期 日 平成 22 年 11 月 18 日 午後 7 時～8 時 30 分

出 席 者 教育委員 5 名、小中学校 PTA 16 名、事務局

懇 談 内 容 ・ 家庭や地域と連携した魅力ある学校づくり

◆教育福祉常任委員との懇談会

期 日 平成 22 年 12 月 16 日 午後 1 時 30 分～3 時

出 席 者 市議会教育福祉常任委員 7 名、教育委員 5 名、

教育次長、各課長、事務局

懇 談 内 容 ・ “ファミリエ下野教育運動の原点”家庭教育と地域の

教育へのかかわりについて

（３）各種行事・大会

教職員辞令交付式、市教職員全体研修会、小中学校入学式・卒業式・運動会・

体育祭、市民体育祭、敬老会、市民芸術文化祭、南河内地区一周駅伝競走大会

天平マラソン大会、成人式、賀詞交歓会、下野市教育のつどい、公民館まつり 等

（４）その他

下野市採択地区教科用図書選定委員会

下野市立学校給食センター運営委員会

下野市生涯学習推進協議会

下野市民運動会大会役員会

（財）グリムの里いしばし理事会

下野市国際交流協会理事会 他



教育委員会以外の活動状況一覧

月 教育委
員会議 各種行事・大会 学校訪問等 そ の 他

学校教職員辞令交付式 市国際交流協会理事会

小学校・中学校入学式 市教職員全体研修会

県市町村教育委員会連合会市教育長部会総会

小学校運動会・中学校体育祭 関東地区都市教育長協議会総会

全国スポーツレクリエーション祭
市実行委員会設立総会

市国際交流協会総会

(財)グリムの里いしばし理事会

関東甲信越静市町村教育委員会連合会総会
・研修会

小学校運動会・中学校体育祭 国分寺中学校 市採択地区教科用図書選定委員会

市民体育祭 下野地区学校警察連絡協議会総会

市幼保小連絡協議会総会

下野国分寺跡保存整備委員会

石橋中学校 下都賀地区市町教育委員会連合会学事視察

〃 全体研修会

市採択地区教科用図書選定委員会

市学校給食検討委員会

市教職員合同全体研修会

市就学指導委員会

県費負担教職員の人事権等の在り方に係る
検討委員会

小学校運動会・中学校体育祭 (財)グリムの里いしばし理事会

敬老会 市学校給食検討委員会

市小中学校音楽祭

国学院栃木記念式典 (財)グリムの里いしばし理事会

市民体育祭 栃木県市町村教育委員会連合会合同全体会

市民芸術文化祭 全国ｽﾎﾟｰﾂﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ祭市実行委員会

市民芸術文化祭 細谷小学校 教育委員と保護者との懇談会

石橋北小学校記念式典 私立石橋幼稚園 市就学指導委員会

市人権教育講演会 下野薬師寺跡保存整備委員会

南河内地区一周駅伝競走大会 市就学指導委員会

市議会常任委員との懇談会

市学校給食検討委員会

天平マラソン大会 市教職員全体研修会

成人式

賀詞交歓会

市教育のつどい

グリム絵画・童話賞の表彰式 市学校支援地域本部実行委員会

各館公民館まつり

小学校・中学校卒業式 (財)グリムの里いしばし理事会

道の駅「しもつけ」開所式 市奨学金貸付審査会

学校教職員退職辞令交付式 市生涯学習推進協議会

8月

10月 1回

11月 1回

1回

7月 1回

1回

3月 3回

1回

1回

1月

2月

12月 1回

県費負担教職員の人事権等の在り方に係る
検討委員会

4月 1回

5月 1回

9月 1回

6月

‐ 9 ‐
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５．施策ごとの取組状況

平成２２年度に実施した事務事業について、平成２０年３月策定の「下野

市総合計画」における、基本目標「１．みんなで学び文化を育むふれあいの

まちづくり」の、（１）次代を担う人材の育成（２）生涯にわたる学びの機会

の充実（３）豊かに暮らす文化の振興の３施策に分類しました。

教育委員会においては、各課３事業を抽出し、「平成２３年度 教育委員会

の点検・評価シート（平成２２年度事業）」を作成し、内部で点検・評価を行

い、その後、学識経験者及び公募委員による外部評価を頂き意見をまとめま

した。

（施策 1）次代を担う人材の育成

＜基本方針＞

豊かな人間性、確かな学力、健康・体力のバランスのとれた生きる力の育

成のため、学校教育における指導の充実を図るとともに、学校・家庭・地域

の連携によって、様々な体験活動等を展開し、子どものコミュニケーション

能力を高め、社会性を伸ばします。

小・中学校の配置については、児童・生徒数が減少傾向にあることから、

新市にふさわしい良好な教育環境の充実を目指して、学校規模の適正化を図

ります。

幼児教育については、少子化の進展により幼児数の減少が見込まれるなか、

国・県の制度に基づく支援を基調に、教育内容の充実を図ります。

また、児童生徒や地域の避難場所としての安全性の確保や、老朽化等に対

応した学校の施設・設備の整備を進めます。

＜２２年度対象事業一覧＞

教育総務課

・教育委員会運営事業

・事務局事務事業

・市民協働による教育推進事業

・学校適正配置検討事業

・奨学金貸付事業

・学校エコ事業

・幼稚園・保育園・小学校連携事業

・小中学校施設管理事業

・小中学校施設整備事業

・小学校改修事業

・幼稚園就園奨励費補助事業

・幼稚園第二子等保育料減免補助事業
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・幼稚園子育てランド事業

・幼稚園はばたき支援事業

・私立幼稚園保育サービス提供事業

（緊急雇用創出事業）

学校教育課

・事務局事務事業

・児童生徒就学援助費事業

・スクールアシスタント配置事業

・新学習指導要領推進事業

・教育研究研修事業

・情報教育ネットワーク活用事業

・エス・アンド・ユーコラボ事業

・児童生徒英語活動事業

・小中学校教科用図書選定事業

・学校支援スクールサポート事業

・特別支援教育支援事業

・教育相談員活用事業

・ひとり学び応援事業

・小中学校給食共通管理事業

・学校給食センター管理事業

・学校給食検討事業

・小中学校共通管理事業

・小中学校コンピュータ管理事業

（施策 2）生涯にわたる学びの機会の充実

＜基本方針＞

市民誰もが、いつでも、どこでも、学びたい時に学ぶことができるよう、

関係機関や関係団体と連携協力して市民の多様なニーズに対応した学習の

機会や場を提供し、個人の活動の充実だけでなく、地域コミュニティの醸成

や生活課題解決に向けた市民と行政の協働によるまちづくりを支援します。

また、青少年健全育成については、学校・家庭・地域等関係団体と連携協

力して各種活動を支援します。

生涯にわたるスポーツ活動を通した市民一人ひとりの健康維持や体力づ

くりと、豊かな地域社会の実現に向け、既存施設を十分活用しながら、誰も

が親しむことができるスポーツの振興を図ります。

スポーツ施設の整備・機能充実については、利用者動向や維持経費を考慮
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しながら、適正な配置と機能の充実を進めるとともに、市民の一体感を醸成

するスポーツ活動の機会の充実に努めます。

＜２２年度対象事業一覧＞

（施策 3）豊かに暮らす文化の振興

＜基本方針＞

文化の振興については、市民文化の創造と発展を第一に考える必要があり、

市民と地域が自らの手で進める伝統文化の伝承、文化活動を支援します。

本市に受け継がれた文化遺産については、発掘調査をもとに保存整備を進

め、市民が広くその価値を認識できるよう、市内児童生徒の史跡見学・各種

講座・体験学習等への活用の機会を広げます。

＜２２年度対象事業一覧＞

生涯学習課

・社会教育総務事務事業

・生涯学習推進事業

・社会教育事業

・青少年育成事業

・人権教育事業

・学校支援地域本部事業

・市民情報化推進事業

・団塊の世代・セカンドステージ支援事業

・生涯学習情報センター管理運営事業

・社会教育施設整備事業

・公民館管理運営事業

・図書館管理運営事業

スポーツ振興課

・保健体育総務事務事業

・スポーツ振興事業

・体育施設管理事業

文化課

・文化振興事業

・施設管理委託事業

・施設整備事業

・文化財保護事業

・史跡保存整備事業

・重要遺跡発掘調査事業

・資料館管理運営事業



課 名 事 業 名 事業費(千円) ページ

教育総務課 教育委員会運営事業 2,156 14

奨学金貸付事業 1,080 15

小中学校施設管理事業 37,623 16

学校教育課 特別支援教育支援事業 1,532 17

ひとり学び応援事業 11,303 18

学校給食センター管理事業 105,162 19

生涯学習課 人権教育事業 620 20

団塊の世代･セカンドステージ支援事業
（成人講座「おとなの課外事業」）

143 21

生涯学習情報センター管理運営事業 9,091 22

ｽﾎﾟｰﾂ振興課
保健体育総務事務事業
（全国スポレク祭キンボール大会開催事業）

1,560 23

スポーツ振興事業（市民体育祭開催事業） 2,758 24

体育施設管理事業（体育施設改修事業） 71,726 25

文化課 文化振興事業 5,926 26

史跡保存整備事業 49,153 27

重要遺跡発掘調査事業 1,328 28

６.評価シート総括表 （Ｈ２3年度事業）

‐ 13 ‐
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 教育委員が現場や保護者の声に耳を傾けて教育行政をリ

ードしていることは評価できる。

情報発信に努めてはいるが、傍聴人はいないのが現状で

あるので、さらなるＰＲ活動に努めていただきたい。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 次代を担う人材の育成 所 属 名 教育総務課

事 業 名 教育委員会運営事業 事 業 費 ２，１５６千円

開始年度 平成１７年度 根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

政治的中立と教育行政の安定を確保するため、地方公共団体の長から独立して設けられた合

議制の執行機関である。教育長を含む委員５名で構成。生涯学習の推進を始め、教育・文化・ス

ポーツ振興など幅広い分野にわたる教育行政を統括し一体的に推進する。

具体施策

① 教育委員会議の開催（定例会１２回、臨時会２回）

② 教育委員会議以外の活動

･学校訪問の実施 （３校：授業参観・給食会食・教職員との懇談会）

・保護者との懇談会 「家庭や地域と連携した魅力ある学校づくり」

・議会常任委員会との懇談会 「“ファミリエ下野教育運動の原点”家庭教育と地域の教育への

かかわりについて」

・教育のつどいの開催 （教育委員会表彰・市教育運動の提言・記念講演）

・研修会、各種行事、各種大会への参加

検 証

① 教育委員会議の開催

・会議の招集日及び会議録をホームページで公開し、情報発信すると共に透明性にも配慮した。

・会議資料は事前配布をすることで、より活発な意見が出された。

・積極的に討議内容を決め、子どもたちの学力向上に関することや優秀優良教員の表彰につい

て等５回の討議をおこない、教育委員会表彰ではエキスペルテ教員賞を創設し表彰した。

② 教育委員会議以外の活動

学校訪問・幼稚園訪問 懇談会 研修会等 各種行事・大会

4 回 2 回 9 回 75 回

・学校訪問により学校現場の状況等の理解を深めた。また、幼稚園、保育園、小学校の連携を

図るため、私立幼稚園１園を訪問し幼児教育の現状を確認した。

・毎年保護者との懇談会を実施し、保護者の実情などを把握している。議会常任委員会委員との

懇談会では、違う立場からの意見もいただきながら討議ができ大変有意義であった。

・当面する教育行政の課題について理解を深めるため、教育委員の研修に積極的に参加した。

・教育のつどいでは、教育委員会表彰・講演会などの運営を行った。また、デジタルサイネージ

(電子看板)を利用し、つどいの様子を放映するなど市民への情報提供を積極的に行った。

・地域の様々な行政課題に対応するため、市の行事や学校行事及び生涯学習関連事業、スポ

ーツ大会等に積極的に参加した。

今後の課題

及び

今後の対応

① 市民に理解されるよう、教育委員会の考え方や活動状況をホームページやデジタルサイネ

ージ、広報を通じて積極的に情報を発信し、開かれた教育委員会を目指す。

② 教育行政の課題を理解するために、今後も学校訪問や懇談会を行うとともに生涯学習関連

事業、スポーツ大会等に、より一層積極的に参加していく。



- 15 -

平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 実績が上がっていることは評価できる。

重要で意義のある事業なので、必要な人に情報が届くよう

に積極的なＰＲを続け、利用者の拡大に努めていただきた

い。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 次代を担う人材の育成 所 属 名 教育総務課

事 業 名 奨学金貸付事業 事 業 費 １，０８０千円

開始年度 平成２１年度 根拠法令等 下野市奨学金貸付条例

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

教育の機会均等を図るため、能力があるにもかかわらず、経済的理由により修学が困難な学

生・生徒に対し、学資を無利子で貸付ることにより有能な人材の育成と、下野市の教育進展を目

的としている。

具体施策

＜募集時期＞ ２２年度は９月１日～９月３０日と３月１日～３月２２日の２回実施

＜申請資格＞すべての条件を満たす方

（１）高等学校（高等専門学校、中等教育学校の後期課程及び専修学校の高等課程を含む）、

大学（短期大学及び専修学校の専門課程を含む）に在学し、又は入学しようとする方

（２）学業成績が優秀で意欲があり、品行方正な方

（３）経済的理由により修学が困難な方

（４）確実な連帯保証人を２名付することができる方（保護者及び県内在住者１名）

※連帯保証人は、独立の生計を営んでいる満２０歳以上の方で、市税を完納している方

（５）保護者が下野市に１年以上住所を有する方

（６）他の機関から奨学金その他これに類するものの給付又は貸付を受けていない方

＜貸付額＞ 高等学校奨学生 月額１５,０００円、大学奨学生 月額３０,０００円

＜貸付期間＞ 正規の修業期間

＜選考＞ 貸付審査会において、栃木県育英会基準を参考に書類審査を行い決定

＜償還期間及び方法＞

卒業後１年間据置期間後、貸付期間の２倍の期間内に償還（年賦又は半年賦）

検 証

●平成２０年度 制度制定。市長記者会見により下野新聞、市広報、ホームページに掲載。

市内中学校、近隣高等学校へ募集要項を配布。

⇒２０年度募集（1 回）、２１年度奨学生 実績…大学奨学生２名

●平成２１年度 上記に加え民生委員会議での周知、ポスターの掲示依頼、メール配信を実施。

⇒２１年度募集（１回）、２２年度奨学生 実績…大学奨学生１名

●平成２２年度 石橋高校の奨学金担当者を訪問し現状を伺う。募集時期を９月まで早め、市内

の学習塾にもポスター、募集要項を配布する。

⇒２２年度募集（２回）、２３年度奨学生 実績…高校奨学生１名、大学奨学生１０名

今後の課題

及び

今後の対応

・平成２２年度は９月募集５名、３月募集７名の申請があり、１１名が決定した。２３年度も年２回

の募集を行っていく予定。

・翌年度貸付の奨学金の他に、緊急在学奨学生制度（保護者が死亡、疾病、被災など家計に著

しい影響を受け就学が困難になった学生を対象に随時貸付を行う）を新たに創設し、周知を図

る。

・台帳等を整備し、貸付だけでなく償還が開始された時にも明確に内容が把握できるようにする。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 危険に対する迅速な対応は高く評価できる。

安全な学校を維持するために、今後も努力していただきた

い。
B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 次代を担う人材の育成 所 属 名 教育総務課

事 業 名 小中学校施設管理事業 事 業 費 ３７，６２３千円

開始年度 平成１７年度 根拠法令等 地方教育行政の組織及び運営に関する法律

実施方法 ■直接 ■委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的
市内１２小学校及び４中学校の良好な教育環境維持のため、学校施設の修繕・維持管理を行

う。

具体施策

【修繕事業】

小中学校施設の、学校付けの予算措置とは別に、突発的に発生する比較的高額となる修繕

に対応する。

【維持管理事業】

小中学校施設の電気工作物、消防設備、プール濾過装置の保守点検、警備業務、受水槽清

掃、樹木剪定・害虫防除等を実施し、安全かつ衛生的に維持管理を行う。

（事業費の推移）

平成２０年度（決算） 平成２１年度（決算） 平成２２年度（決算）

小学校修繕費 5,697,114 円 7,972,986 円 9,842,700 円

中学校修繕費 2,838,024 円 3,807,153 円 4,115,505 円

小学校維持管理費 16,397,423 円 16,099,015 円 15,771,276 円

中学校維持管理費 8,432,636 円 8,761,965 円 7,893,331 円

合 計 33,365,197 円 36,641,119 円 37,622,812 円

検 証

【修繕事業】

漏電修理等児童・生徒に危険が及ぶことが想定されるものは、特に迅速に対応した。小学校に

おいては、国分寺西小高圧ケーブル改修及び漏電修理、石橋小屋根補修，祇園小消火栓用ポ

ンプ交換等３５件の修繕を実施した。その中でも、老朽化による水道管の漏水が多かった。中学

校においては、石橋中の雨漏り改修、南河内第二中のガスヒートポンプの不調、国分寺中エアコ

ン修理等１９件の修繕を実施した。

【維持管理事業】

電気工作物管理、警備業務の保守管理については、３年継続契約により、経費節減を図った。

また、スズメバチ駆除等児童・生徒に危険が及ぶものは、特に迅速に対応した。小学校において

は、上記業務及び消防設備、プール濾過装置の保守点検、受水槽清掃等５５件の業務委託を実

施した。中学校においては、２４件の業務委託を実施した。

今後の課題

及び

今後の対応

老朽化した学校施設に対する要望は、増加している。児童・生徒の安心・安全な学校生活を確

保するため、施設の修繕、機器の交換、定期的な保守点検等は必要不可欠であり、限られた予

算の中で、学校間のバランス、危険度、緊急性を考慮して、効率的な施設管理を図る。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 特別支援相談員１人だけで対応しているわけではないとの

ことだが、かなりの相談件数がある。

この事業の重要性は高く、非常に意義のある事業なので、

継続して発展させていただきたい。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 次代を担う人材の育成 所 属 名 学校教育課

事 業 名 特別支援教育支援事業 事 業 費 １，５３２千円

開始年度 平成１７年度 根拠法令等 学校教育法

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

児童生徒の適切な就学先について検討するため、就学指導委員会を開催する。また、特別支

援を必要とする児童生徒とその保護者、教職員に対して支援をする特別支援教育相談員１名を

配置し、特別支援教育の充実を図る。

具体施策

① 就学指導委員会の開催 （８月２６日、１１月２５日、１２月７日の計３回）

② 特別支援教育相談員の活動（市非常勤職員で特別支援教育に精通した元教育者）

・各保育園、各幼稚園の訪問や健康増進課からの要請による園児観察と保護者面談

・小中学校児童生徒観察、教職員、保護者面談

・発達支援センター「こばと園」からの要請による園児観察と保護者面談

・事務局から就学先のその判断を保護者に報告する際に同席し、保護者面談

検 証

○平成２２年度特別支援教育相談員が関わった活動内容 単位：件

活動内容
４

月

５

月

６

月

７

月

８

月

９

月

10

月

11

月

12

月

１

月

２

月

３

月
合計

観察 20 18 22 14 4 13 16 11 6 5 3 3 135

保護者面談 12 9 17 19 9 8 13 11 5 3 7 2 115

電話相談 0 1 2 3 1 3 5 5 3 5 4 1 33

小中学校 19 21 18 13 10 23 30 12 33 2 2 2 185

合計 51 49 59 49 24 47 64 39 47 15 16 8 468

・幼稚園、保育園観察が増加したことや特別支援教育相談員の存在が関係機関に理解されたこ

とで去年より５割ほど活動範囲が広がっている。

今後の課題

及び

今後の対応

・平成２３年度から、共に寄り添うという観点から「就学指導委員会」の名称を「就学支援委員会」

に変更する。

・園生活から、小学校生活への環境変化に対する支援は非常に重要で効果的であるので、さら

に関係機関の連携を深めていく。

・特別支援教育に対する考え方や指導方法について、市として重点課題に位置づけ、取り組ん

でいく必要があることから、２３年度に特別支援教育推進計画策定委員会を設置し「下野市特別

支援教育推進計画-」を策定し、学校、地域、行政が一体となって推進していく。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

Ａ 十分成果が上がって良好に行われている ゲーム感覚で気軽に取り組めるのは有効な方法では

ないか。 家庭学習だけでなく授業などの利用にも取り

組まれている。

今後も成果の検証を行いながら、他校へも普及させて

いただきたい。

Ｂ 成果が上がって概ね良好に行われている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 次代を担う人材の育成 所 属 名 学校教育課

事 業 名 ひとり学び応援事業 事 業 費 １１，３０３千円

開始年度 平成２２年度 根拠法令等 学校教育法

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

ｅライブラリーアドバンス（ひとり学び支援システム：ｅ－ラーニング）の導入により、

学校での学習において児童生徒一人ひとりの能力に応じた学習環境を提供するとともに、

家庭においても利用できるシステムであることから、家庭学習の時間を確保し、家庭学習

を充実させる。さらに不登校などの児童生徒への学習支援、一斉授業が困難な状況下（部

活動の大会やインフルエンザ流行時等）での授業支援を行う。

具体施策

①研究指定校として石橋北小学校への導入

・職員への利用研修会の実施

・全児童へのＩＤ発行による活用促進。

・保護者への利用に関する案内配布による啓発活動。

・コンピュータ室の開放。

・研究授業、授業研究会の実施による、効果的な活用法の研究と検証。

・一斉授業におけるシステムの活用による、わかりやすい授業の実践。

②中学校４校への導入

・講師を派遣し、職員への利用に関する研修会を実施した。

・全生徒へのＩＤ発行による活用促進を図った。

・朝の学習時間を利用し、生徒の活用時間を確保した。

検 証

①石橋北小学校での活用について

・職員は、授業等において積極的に様々な授業で活用を図り、学習効果が上がった。

・全児童へＩＤを発行したことにより、個人の学習履歴が残り、児童は学習したという

充足感を感じながら意欲を持続させて学習を進めることができた。

・家庭に利用環境がない児童のことも考慮し、朝や昼休み、長期休業中などコンピュー

タ室を開放した。

・保護者へのアンケートを実施した結果、本システムを活用した家庭学習を行った児童

の保護者からは、活用価値のあるシステムである等の感想が寄せられた。

②中学校への導入について

・朝の学習時間に本システムを活用した。個人履歴があるため、意欲的に学習に取り組

んだ。

・システム導入から約半年間の活用であったが、その中には過去数年間分の県立校入試

問題もあり、よく利用されていた。

今後の課題

及び

今後の対応

・導入したシステムを継続して活用していくことにより、学習効果や家庭学習の充実等の

成果を具体的に検証していくことが必要である。

・家庭に利用環境を持たない児童生徒への対応をさらに充実していく必要がある。

・小学校は１２校中１校のみの導入であるため、平等な教育環境を整えるためにも、１１

小学校への導入を進めていく。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

Ａ 十分成果が上がって良好に行われている アレルギー対応等の苦労もあると思うが、よくやっていると

評価できる。今後ますます重要になってくるので、引き続き対

応していただきたい。

安全・安心に加え食育に取り組んでおり、おいしくて郷土の

学習にもなるようなメニューを工夫していることは高く評価で

きる。

Ｂ 成果が上がって概ね良好に行われている

Ｃ 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 次代担う人材の育成 所 属 名 学校教育課

事 業 名 学校給食センター管理事業 事 業 費 １０５，１６２千円

開始年度 平成１８年度 根拠法令等

実施方法 ■直接 □委託 ■補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的
国分寺地区の小・中学校４校及び石橋地区の細谷小学校への安心・安全な給食の提供を目

的とする。

具体施策

① 給食提供のための、食材の品質管理、職員の衛生健康管理、施設の衛生管理

・検便、食品、細菌検査実施（検便は月２回実施、食器のふき取り検査１回実施）

② 給食調理配送

・給食調理配送業務委託（４ｔトラック１台、３ｔトラック１台で国分寺地区へ配送。軽トラで細谷小

へ配送と配膳を実施。）

③ アレルギー対応給食の実施（卵、小麦、そば、大豆、ナッツ類、牛乳・乳製品、果物など）

④ 厨房機器の点検整備、給湯設備の維持管理、浄化槽設備の維持管理

・施設保守管理、施設清掃、施設警備、調理室防虫防鼠駆除委託

⑤ 古い給食食器の計画的買い替え（食器の交換、お盆の交換など。）

⑥ 衛生講習会の開催（３月中に調理現場を専門業者による作業内容などの確認。）

・職員の衛生講習（４月に３月の結果を基に衛生講習会実施）

⑦ 学校給食センター運営委員会の開催（年２回実施）（委員１４名）（運営に関すること、物資

納入業者の選定など）

⑧ 給食主任会議の開催

・毎月、給食主任、物資納入業者、栄養教諭による給食献立等の検討会議の実施。

検 証

年間を通し、栄養教諭、調理員、配膳員の衛生管理の徹底により、問題発生を防止してい

る。アレルギー対応食調理場所は、開放空間で作業をしており、今の環境ではアレルギー食

品の完全な混入防止ができず重度アレルギーについては対応が難しい。

今後の課題

及び

今後の対応

・平成１８年９月より給食を開始し５年が経過した。樹脂食器の交換時期となっており、衛生管理

の面から食器等の計画的交換を進めており、今後も交換食器購入費用の確保が必要となる。

・施設設備整備後の年数経過に伴い、機械設備の修繕費が増加していくと見込まれる。

・節電、節水、無駄を出さないなど常に省エネ意識を持ち、運営に努めていく。

・アレルギー対応食が増加傾向にあり、今後も増える見込みである。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 人権は範囲が広いので、テーマの決め方・講師の選定・他

の講演と重ならない日時の設定が重要ではないか。

その年のテーマに応じて、聞いてもらいたい対象に重点的

にＰＲしていくなど、定着も含めて周知に努めていただきた

い。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 生涯学習課

事 業 名 人権教育事業 事 業 費 ６２０千円

開始年度 平成１８年度 根拠法令等 社会教育法

実施方法 ■直接 □委託 □補助 ■負担金 □その他〔 〕

目 的
生涯にわたる人権に関する多様な学習活動を通じ、すべての市民が様々な人権問題を正しく

理解し、人権尊重の理念について理解を深める。

具体施策

① 下野市人権教育講演会の開催

人権週間（１２月４日～１０日）に合わせて、差別のない明るいまちづくりを目指して人権意識

の普及高揚を図るため、市民や関係団体等を対象に講演会を開催した。

講師：木藤 潮香 氏

演題：「難病の子どもと歩いた人生～１リットルの涙～」

② 下野市市民人権講座の開催

一定のテーマに沿った人権に関する連続講座を開催し、人権意識の普及高揚を図る。児童

表彰条例（子ほめ条例）の観点から、近年は子どもの人権に焦点をあてており、特に２２年度

は子どもの自己肯定力を中心に講座を展開した。

第１回 講話「こころを受け止め、共感すること～自分の力を信じて～」 高村 寿子 氏

第２回 講話「こころを受け止め、共感すること～仲間意識を持って心を開こう～」 高村寿子 氏

第３回 講話「子どもたちに寄り添う」 坪井 節子 氏

第４回 講話「地域ぐるみで青少年を育てる“子ほめ条例”の現状と課題」 清水 英男 氏

「子どもをほめる“まち”づくりに関する一考察」 鈴木 廣志 氏

検 証

① 下野市人権教育講演会

難病に侵された娘との壮絶な人生と、それを乗り越えようとする親子の絆についてのご講演

は多くの市民に感動を与え、聴講した１６０名あまりの参加者にとって親子の関係を改めて見

直す機会となった。

② 下野市市民人権講座

子どもの健全な成長と自立のために必要な自己肯定力について、講話とワークショップを用

いて学んだ。講師の実体験を基にした講話は受講者の心を掴み、逼迫した子どもたちの実情

や崩れかけている家族関係などを知ることから、未来を担う子どもたちの人権や自己肯定力

の大切さを実感することができた。（講座４回開催、延１２１名参加）

今後の課題

及び

今後の対応

人権問題を正しく理解することや人権尊重の理念を深めることなど、人権教育はすべての市

民が学び、身につけるべき素養であることから、受講生を広く募集しなければならない。

そのためには講座内容として身近で関心のある事柄や、知名度のある講師を招くことなどによ

り、興味関心を引き付ける必要がある。

近年は子どもの人権に焦点をあててきたが、別のテーマを選定するなどの工夫を行う。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 初年度なので参加者は少ないが、その意義は高く評価した

い。継続により参加者も拡大していくと考える。

聞くだけでなく、参加型のものも取り入れていくと楽しめるの

ではないか。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 生涯学習課

事 業 名
団塊の世代・セカンドステージ支援事業

（成人講座「おとなの課外授業」）
事 業 費 １４３千円

開始年度 平成２２年度 根拠法令等 社会教育法

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

団塊の世代の大量退職に伴い、地域活動に参加できる時間が増えた多くの人たちを対象とし

た講座を開催し、市民参画によるまちづくりのための人材、新たな社会貢献活動者を育成、支援

する。

具体施策

退職後、パートナーとどのように家庭を再編していくのか (パートナーとの関係作り)、地域で

生きるためには(隣り近所との関係作り)、どのような形で人生を締めくくるのか（人生のまとめ）を

テーマに、団塊の世代にとって興味関心が高いと思われる事柄を題材にした多様なプログラムを

組み実施した。

第１回 講話「わがよきセカンドライフの作り方～１０万時間をどう生きる？～」

第２回 おとなの遠足①｢悠々自適にセカンドライフ ～“男の隠れ家”拝見～｣

第３回 講話「男の家事力～お父さん、出番です～」（男性限定）

第４回 しあわせ時間の作り方①～今まで自分を支えてくれたパートナーとのこれからの幸せ

関係作り～（男性限定）

第５回 おとなの遠足②｢市民活動交流会～つづき楽校「わいわい横丁」視察～｣

第６回 しあわせ時間の作り方②～パートナーを生き生きはつらつ輝かせるのは、あなた次第

～（女性限定）

第７回 講話「人生の締めくくり方～私らしい、老い支度～」

検 証

講座の案内を広報記事やポスター掲示で周知したほか、市内企業にチラシの配布を依頼し、

団塊世代のリストから３００人を抽出してダイレクトメールを送付するなど、周知に力を入れたた

め、今まで公民館を利用したことが無い市民からの申し込みがかなりあった。

今年度から実施した事業であり、受講生の確保に不安があったが、学習情報誌の各戸配布の

みの周知で集客を考えるのではなく、講座対象者の手に届く方法をとったことにより、その効果

が表れたと思う。

事業の成果としては、この世代の抱える生活課題について、多方面から学ぶことが出来たこと

は有意義であった。

また、市民力養成講座「しもつけ大人塾」とプログラムを一部リンクさせることによって、双方の

受講生の意識の向上やスキルアップにつながった。（講座７回開催、延１５９名参加）

今後の課題

及び

今後の対応

男性限定のプロラムは効果的であったが、女性限定のプログラムは、極端に参加者数が減っ

てしまったため、今後は受講生を分散させないカリキュラムに留意したい。

また、公民館講座と重複する内容があり、講座運営の効率面で改良の余地がある。

このような今年度の反省を踏まえ、次年度は各公民館で実施される成人講座に、セカンドステ

ージを迎える世代を対象にした講座を立ち上げ、実施する。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている ボランティアに関しては社会福祉協議会との連携を強化し

ていくことが利用者とボランティア登録者の双方で必要と思わ

れる。入門講座だけでなく、専門的な講座の開催も検討して

いただきたい。

Ｙｏｕがおネットは今後なお一層の利用を期待する。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 生涯学習課

事 業 名 生涯学習情報センター管理運営事業 事 業 費 ９，０９１千円

開始年度 平成１９年度 根拠法令等 下野市生涯学習情報センター条例及び設置規則

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

市民の生涯にわたる学習を支援するほか、市民が学んだものを地域や学校に活かすことを当

市の生涯学習推進の目的と捉え、活動基盤の弱い生涯学習ボランティア（団体）や、市民活動団

体に対し活動場所を提供するほか、ボランティア（団体）間の連携や情報交換、団体の資質向上

等活動支援をする。

また、市民活動支援サイト「Ｙou がおネット」を開設して、生涯学習情報センターが運営事務局

として、団体活動を支援する。

具体施策

① ボランティアバンクの管理運営

市民の力を地域活動に活かしていただくため、「学校支援ボランティアバンク」と「生涯学習ボ

ランティアバンク」の管理運営をする。３年ごとに更新。

② コーディネート業務

地域のイベント支援や学校支援のボランティアに関するコーディネート業務、また、まちづくりリ

クエスト講座のコーディネート業務を行った。

③ 各種人材養成講座の開催

ボランティア入門講座や団体活動スキルアップ講座など、市民が地域活動へのきっかけとなる

講座を開催した。

④ 情報の収集と提供、活動場所の提供

ボランティア活動や研修、各種イベントなどの情報提供、登録団体の会場提供、交流スペース

や展示スペース、印刷機の利用提供。

⑤ 市民活動支援サイト「Ｙou がおネット」の管理運営

インターネットを利用した情報発信サイトの運営事務局として、団体活動を支援しコミュニティ

ー活動を活性化し、サイトを安全に運営する。

検 証

① ボランティアバンクに登録はしても、実際に依頼されることのないボランティアもあるが、徐々

に改善され、また、今後毎年更新されていくバンクは充実してきている。

【登録者数（平成２３年３月現在）：「学校支援ボランティアバンク」個人１４１人・団体１６、「生

涯学習ボランティアバンク」個人７４人・団体３１】

② 市民にふれあい学習が定着してきてはいるが、まちづくりリクエスト講座の依頼は少ない。

③ 各種講座を開催してきたが、講座によっては受講者に偏りがある状況である。

④ 情報収集や提供、会場提供、印刷機の利用等市民は有効に活用できている。

⑤ 市民活動支援サイト「Ｙou がおネット」は２月にオープンしたばかりであり、まだ会員は少ない

状況である。（３月末で２１団体登録）

今後の課題

及び

今後の対応

各種講座の開催について、広報の充実を図り、魅力ある講座開催に努めていく。また、コーディ

ネート業務については、各公民館等との連携を密に、リクエスト講座については各担当課で積極

的に自ら事業の啓発に努めていく必要がある。

今回の震災の経験から、社会福祉協議会の福祉ボランティアと学校支援ボランティア及び生涯

学習ボランティアの連携が今後重要となってくるので、強化していく。

市民活動支援サイトは、生涯学習関係のみならず、今後は多くの行政関係団体が参入してくる

ことから、運営事務局の充実が求められる。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 様々なニュースポーツが出てきているが、キンボールに関し

てもまだまだ普及されておらず、市民への大会開催について

もあまり周知されていない感がある。

これから、普及方法も検討し、なお一層のＰＲ活動により浸

透していくことに期待したい。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 スポーツ振興課

事 業 名
保健体育総務事務事業

（全国スポレク祭キンボール大会開催事業）
事 業 費 １，５６０千円

開始年度 平成２１年度 根拠法令等

実施方法 ■直接 □委託 ■補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

全国スポレク祭は広く国民にスポーツ・レクリエーション活動を全国的な規模で実践する場を提供することにより、国民一人ひとりのスポ

ーツ・レクリエーション活動への参加意欲を喚起し、もって国民の生涯を通じたスポーツ・レクリエーション活動の振興に資することを目的に

開催する。下野市はキンボール(フリー参加種目)を担当し、スポレク祭を契機にキンボールを通して市民スポーツ振興と全国キンボール愛

好者との交流を深める。

具体施策

① 本大会に向けてキンボール競技の審判員等の育成を図るため、「キンボールリーダー＆マスター講習会」を２回実施した。

※ ３回目を予定したが、東北地方大震災の影響により、実施できなかったので H２３年６月に再度開催予定。

注）「マスター」は普及指導の他、審判員ができる資格であり、「リーダー」は普及指導のための資格となっている。

② 広く市民および県民へのキンボール競技の普及を図るため、「キンボール講習会」を石橋体育センター、南河内体育センター、国分寺

B&G 海洋センターの３会場でそれぞれ２回実施した。 ※ 講習会の参加対象は、市内自治会、県内愛好者として実施した。

③ 競技役員予定者がキンボール競技の本格的な大会運営のノウハウを会得することと、１年後の本大会の予行演習として、リハーサル

大会を実施した。 ※ 大会開催事業（競技部門）と交流事業（ふるまい・無料サービス）を同時に開催した。

④ スポレクとやま 2010 で開催された富山県小矢部市クロスランドおやべに専門委員を派遣し、大会運営状況について視察した。

※ キンボール大会の開会式・大会準備・大会運営・閉会式について、小矢部市担当者及び運営スタッフ、様子について写真撮影等で

取材した。また、富山県キンボール連盟役員に大会開催までの準備事業について取材した。

⑤ 先催県である「富山県小矢部市教育委員会文化スポーツ課」の担当者に準備状況を調査した。

※ 開催 1 年前までの予算、実施事業、PR 事項、大会会場確認の取材をした。

⑥ PR 用ポケットティッシュ、PR 用封筒、PR 用応援幕を作成した。

※ 会議・運動会・市イベント時にポケットティッシュを配布し、封筒は郵送時に積極的に使用し、石橋体育センターに応援幕を設置した。

検 証

▽ 平成２２年度事業一覧 ▽

事 業 名 参加人数等 備 考

① 審判員競技役員等養成事業(キンボールリーダー&マスター講習会)
２９人

１８人

リーダー資格者

マスター資格者

② 住民への種目普及事業(キンボール講習会) ９５人 ２回

③ リハーサル大会開催事業(栃木県オープンキンボール大会)

※ 平成２２年１１月１４日(日)開催

４２人

１０１人

２３人

チャンピオンの部（９チーム）

フレンドリーの部（１４チーム）

ジュニアの部（５チーム）

④ スポレクとやま 2010 視察事業（スポレクとやま視察） ３人 専門委員

⑤ 先催県事務局調査事業(小矢部市実行委員会事務局視察調査) ２人 事務局

⑥ 広報事業(各種 PR 用品作成) PR 用品の作成

※ ①事業は、目標の２０名まで到達しなかった。②事業は、ルールを伝達した。③事業は、東京都キンボールスポーツ連盟指導のもと初め

て本格的な大会運営を概ね成功裡に実施できた。

今後の課題

及び

今後の対応

現在、普及事業として、毎月１回の「キンボール講習会」を実施しているが、本大会を迎える今年度（２３年度）においても、まだまだ十分

に浸透しているとは言えない。今後は、更に「キンボール」を普及させるために、継続的な講習会に加え、PR 等広報面に力を入れて、広く市

民や県民への知名度を上げていきたい。

また、本大会終了後も何らかの形で、キンボール大会を継続していくと同時にキンボール普及を図っていく。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている ３地区それぞれの地域性があり実情が異なるが、スポーツ

を通じての地域社会づくりは意義深く、地域全体での活動が

できる地域力を高めていくことは必要だと考える。

選手を集めるのが大変との声もあるが、だからやめてしまう

のではなく、今後も継続して実施していただきたい。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 スポーツ振興課

事 業 名 スポーツ振興事業（市民体育祭開催事業） 事 業 費 ２，７５８千円

開始年度 平成１８年度 根拠法令等

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

市民総スポーツ“ひとり１スポーツ”の推進を目指し、子どもから高齢者までの幅広い市民各層

参加のもとに、市民だれもが参加できる市民のニーズにあったニュースポーツの大会や市民運

動会を開催し、各種スポーツの普及発展と市民一人ひとりの健康保持・増進と体力の向上を目

指す。

また、年齢や体力、目的に応じたスポーツと触れ合える環境づくりにより地域コミュニティーを

推進し、明るく健康な市民生活向上に寄与することを目的とする。

具体施策

① 石橋地区、国分寺地区の２地区は、例年開催している市民体育祭運動会の開催

・子どもから高齢者まで参加できる種目を考慮した。

・自治会スポーツ推進員、体育指導委員、体育協会役員等の協力を得て実施した。

② 南河内地区スポーツフェスティバルの開催

・Ｈ２０年度時に、市民体育祭を計画したが、参加自治会が３自治会と少なかったため開催でき

なくなった経緯がある。昨年度に引き続き第２回として、スポーツフェスティバルを開催した。

③ニュースポーツ大会（ティーボール大会、キンボール大会）の開催

・だれもが容易に参加できるスポーツとして、広く市民各層の参加を目的としてティーボール大

会、キンボール大会を開催した。

検 証

① ・合併前から市民スポーツの行事として開催されており石橋地区（２６自治会）、国分寺地区

（２３自治会）の参加のもと、各地区共に２,０００人以上の参加があり地域の融和が図れた。

・種目に改良等を加え、各年齢層に幅広く参加できるよう配慮したので、多くの市民の参加を

得ることができた。

② 南河内地区の運動会に替わる新たな事業として開催された。交流大会とフリー種目（全１３

種目）に分け実施し、約３５０名以上の参加があり地域の融和が図れた。

③ 各会場において、ブロックに分け実施した。参加自治会は、ティーボール大会（３１自治会）、

キンボール大会（２６自治会）の参加があり地域間の交流が図れた。

今後の課題

及び

今後の対応

・運動会では２地区共に多くの自治会が参加したが、中には世帯が少ない自治会があり(雨天延

期になったこともあり)選手集めに苦労している自治会が見受けられた。また、南河内フェスティ

バルでも、開催が浸透してきて多くの参加が見られたが、総合型地域スポーツクラブとの協働や

開催種目等検討の必要がある。

・子どもから高齢者まで市民が容易に参加できるニュースポーツを取り入れていきたい。

・ニュースポーツは大会開催前に種目の事前講習会等を開催し普及を図る。

・総合型地域スポーツクラブが旧３町それぞれに設立されたことから、スポーツクラブを活用し多

くの市民が参加できるイベントや教室、大会の開催に取り組む必要がある。

・体育祭のあり方や開催の方向性も今後検討が必要と思われる。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 古い施設が多いので大変だと思うが、現状点検を徹底する

とともに、管理の方法もさらに工夫検討していただきたい。

また、周辺にゴミの散乱も見受けられ、利用者のマナーの

問題もあるようなので、使用後の整理や清掃を呼びかけてい

ただきたい。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善が必要

施 策 生涯にわたる学びの機会の充実 所 属 名 スポーツ振興課

事 業 名 体育施設管理事業（体育施設改修事業） 事 業 費 ７１，７２６千円

開始年度 平成１８年度 根拠法令等

実施方法 ■直接 □委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的

生涯スポーツは青少年の健全育成、高齢者の健康維持、家族や地域でのコミュニケーション

の場や地域の活性化をも担っている。このような状況を踏まえ、施設の老朽化等への対応や市

民の多様なニーズ、サービス面も考慮した施設整備を実施し、施設の質や機能を向上させる。

具体施策

主な改修事業

① 石橋体育センター改修工事（事業費 ２，５６２，０００円）

事務室、会議室（２階）、更衣室等（面積３５０㎡）の床、壁等の内装改修工事を実施した。

② 大松山運動公園プール及び国分寺Ｂ＆Ｇ海洋プール改修工事

（事業費 ５，６２８，０００円 きめ細かな臨時交付金事業）

大松山は２５ｍプール、国分寺は鉄骨上部の塗装工事を実施した。

③ 南河内東部運動広場グラウンド改修工事（事業費 ３５，１２２，５００円 合併特例債対象）

面積 １２，０００㎡

平成２１年度運動広場改修工事設計業務委託

平成２３年度駐車場整備、トイレ改修、フェンス改修工事、実施設計業務委託予定

平成２４年度夜間照明施設設置工事予定

④ 夜間照明修繕工事

・運動場（事業費 １７，３２５，０００円）

別処山公園及び国分寺運動公園の夜間照明が平成２２年７月の落雷により、破損し、修

繕が必要となった。平成２３年３月末に工事完了。

・学校施設（事業費 ４，９４５，５００円 きめ細かな臨時交付金事業）

石橋北小学校校庭夜間照明工事

⑤ 南河内地区下水道接続事業（事業費 ３，７１７，０００円 きめ細かな臨時交付金事業）

南河内体育センター及び南河内球場トイレの下水道接続

⑥ スポーツ交流館空調設備交換工事（事業費 ２，４２５，５００円）

ミーティング室及び事務室の空調設備交換

検 証

実施の改修工事は、安全確保に配慮しながら工期内に完了した。

・南河内東部運動広場グラウンド改修工事

東部運動広場は整備第１年次のグラウンドの整備が完了し、平成２３年度から使用開始とし

た。グラウンドはクレイコート（成人１面、少年２面）、周囲を芝とした。クレイコートは樹木の皮、

枝等を混入し、水はけ等を考慮したものであり、水たまりができにくい施設となった。

・夜間照明修繕工事（運動場）

落雷により破損し、修繕が必要となり、カード式から故障の少ないコイン式に変更して利便性

が図られた。

今後も施設の整備（補修）を計画的に実施するために整備計画表を作成し、利用者の立場に

立ったニーズに応えた施設運営を図っていく。

今後の課題

及び

今後の対応

老朽化した施設が多いので、今後も計画的な整備改修が必要であり、長期的補修整備計画を策

定する。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 小中学校での鑑賞事業は芸術文化に触れるとても良い事

業である。今後も小学校の毎年実施に向けて進めていただき

たい。

市民音楽祭については、大人数が入れる会場がない問題

はあると思うが、初めて開催されたことは高く評価できる。

B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 豊かに暮らす文化の振興 所 属 名 文化課

事 業 名 文化振興事業 事 業 費 ５，９２６千円

開始年度 平成１７年度 根拠法令等

実施方法 ■直接 □委託 ■補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的
市民が様々な芸術文化に触れ、豊かに暮らすための文化活動への参加を促進し、文化振興

の活性化を図る。

具体施策

１．市民芸術文化祭の開催［１０月２３日（土）～１１月１３日（土）］

しもつけ市民芸術文化祭実行委員会補助等

２．芸術文化鑑賞事業

作品名 上演者 参加校 参加者数

① 『オペラってなぁに？』 日本青少年文化センター 南河内中 209 人

② 『シンドバットの大冒険』 劇団 ポプラ 国分寺小 1,028 人

③
『驚異のボディパーカッションと
楽しいパーカッションワールド』

日本音楽企画 南河内第二中 483 人

④ 『子象物語』 劇団トマト座 国分寺中 483 人

⑤ 『ザ・ジョイフル・ブラス』 重本音楽事務所 石中 583 人

⑥ おこんじょうるり 日本教育演劇道場 祇園小 959 人

計 3,745 人

３．市民音楽祭の開催［１月３０日（日）］

下野市民音楽祭実行委員会支援等

検 証

１．市民芸術文化祭の開催（１１３団体：延１，４４４人）

･市民の更なる文化活動への参加が図れるような支援ができた。

･文化協会の協力のもと、文化活動を発表できる場は有益で、適正に実行された。

・身近な文化振興の拠点となり、市民の心豊かな生活を充実させるものであった。

２．芸術文化鑑賞事業

・多くの小中学生が参加し、本物の芸術文化に触れあうことができた。

３．市民音楽祭の開催（１９７人）

・自治医科大学病院講堂にて、７００人を超える観客を集め成功裏に開催できた。

・この音楽祭の成功をきっかけに「混声合唱団」が結成された。

今後の課題

及び

今後の対応

１．市民芸術文化祭等の開催を通じて、多くの市民が芸術文化活動へ参加できるよう積極的に

推進するとともに、若い人のより活発な活動の期待できる発表・交流の場を確保していく。

２．より多くの芸術文化に触れられるよう、国県等の補助を確保しながら全校での実施に向け、

鑑賞事業の拡大を図る。今後とも、事業内容については小中学校に諮り十分に調整していく。

３．音楽祭参加者による混声合唱団が結成され、事業の継続が見込まれるため、今後も支援し

ていくが、市民が一堂に会せる文化施設の建設が望まれている。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 史跡を保存するだけでなく、市民への公開がされていること

は評価できる。

学校で活用する取り組みが積極的に行われていることは意

義深く、今後も継続していただきたい
B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 豊かに暮らす文化の振興 所 属 名 文化課

事 業 名 史跡保存整備事業 事 業 費 ４９，１５３千円

開始年度 平成１７年度 根拠法令等 文化財保護法

実施方法 ■直接 ■委託 □補助 ■負担金 □その他〔 〕

目 的
国指定史跡である下野薬師寺跡・下野国分寺跡の保存・管理及び整備を実施し、多くの

市民に歴史的価値を知ってもらうことを目的とする。

具体施策

○主要事業

【薬師寺跡】 測量 発掘調査に係る基準点測量

調査 第３８次発掘調査実施(再建塔西･北西部)

計画策定 第２期保存管理計画書策定

【国分寺跡】 賃金 見回り監視員

委託 史跡地内除草清掃作業(３団体)

樹木伐採業務

七重塔トレース図作成業務

測量 史跡境界杭設置

工事 金堂･中門・南大門・鐘楼の遺構表示が完了、樹木･

地被類の植栽等

○整備委員会の開催

・薬師寺跡保存整備委員会（１２月、２月の２回）を開催し、第２期保存管理計画につ

いて検討した。

・国分寺跡保存整備委員会（６月）を開催し、伽藍等の復元方法について検討した。

検 証

【下野薬師寺跡】

・公有化が済んだ史跡地内の未調査部分について、発掘調査を開始することができた。

【下野国分寺跡】

・金堂等の基壇整備により、ほぼ伽藍の遺構表示が完了し、国指定文化財としての歴史的価

値を示すことができた。

・史跡内に樹木や地被類を植栽により、周辺地域との調和が図れた。

今後の課題

及び

今後の対応

【下野薬師寺跡】

第２期保存管理計画書が完成したことから、今後も国県補助を継続的に導入し、H２２年度同

様本格的な発掘調査の実施と報告書の編纂に努める。また、H２６年度以降３ヵ年程度で史跡

活用のための整備を目指すとともに、新規公有化範囲の発掘調査及び周辺隣接地の国追加

指定に向けての継続的な調査を開始したい。

【下野国分寺跡】

多くの市民が史跡の歴史的価値を見聞できるよう、引き続き国県補助を確保し、第１期整備

による伽藍の遺構表示等を完了させる。さらに、利用状況・整備内容等についての調査を実施

し、次期整備事業に向けた整備内容の検討と実施に向けた計画を策定していく。
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平成２３年度 教育委員会の点検・評価シート(平成２２年度事業)

◎外部評価委員会

総合評価 点検・評価に関するコメント

A 十分成果が上がって良好に行われている 価値の高い古墳の出土遺物の整理と保存に努めており、

展示等で市民への公開を行っていることは評価できる。B 成果が上がって概ね良好に行われている

C 成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要

施 策 豊かに暮らす文化の振興 所 属 名 文化課

事 業 名 重要遺跡発掘調査事業 事 業 費 １，３２８千円

開始年度 平成１８年度 根拠法令等 文化財保護法

実施方法 ■直接 ■委託 □補助 □負担金 □その他〔 〕

目 的 国分寺地区に所在する甲塚古墳出土資料（埴輪）の公開に向けての作業。

具体施策

○主要事業

甲塚古墳出土遺物（人物埴輪20体、馬形埴輪４体、土器類約２５０点）の復元と報告書用の図

面作成等を行う。平成２２年度は復元作業の進んだ人物埴輪８体の実測作業の委託を行った。

このほか、２５０点の出土土器類のうち約８０点の実測をおこなった。

検 証

平成１８年度以来、馬形埴輪４体及び人物埴輪１６体の復元・実測が完了した。復元実測の進

んでいる馬形埴輪のうち１体は、国分寺庁舎ロビーへ、もう１体は県立しもつけ風土記の丘資料

館へ貸し出しを行い展示資料として活用が図られている。そのほか、栃木県補助金「わがまち自

慢」を導入し、ピンバッジを作成し、スタンプラリー等の文化財関連イベントの記念品として活用し

ている。

【出土遺物の PR】

愛称 展示箇所 展示期間 備 考

甲塚古墳出土

(馬形埴輪１号)
こうちゃん 国分寺庁舎ロビー

平成 22 年 7 月

～25 年 6 月

ﾚﾝﾀﾙ展示ｹｰｽ

使用

甲塚古墳出土

(馬形埴輪２号)
甲（かぶと）くん

県立しもつけ風土記

の丘資料館展示室

平成 21 年 10 月

～（未定）

資料館展示ｹｰ

ｽ使用

今後の課題

及び

今後の対応

平成２３年度以降、残りの資料の整理作業を継続するが、すべての資料の整理が整った際に

は、現在、風土記の丘資料館の収蔵庫に保管されている３・４号馬形埴輪も含め、一括で展示で

きる施設の確保が必要となる。

これらの資料は、今後、国指定重要文化財に指定される可能性が高い重要資料のため、調査

報告書発刊以後、指定の手続きに向けて継続的に事務を進めていきたい。
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８．外部評価委員会委員

氏 名 所 属 等

上 原 秀 一 学識経験者（宇都宮大学教育学部准教授）

五 月 女 洪 学識経験者（社会教育委員）

角 田 秀 美 学識経験者（元社会教育委員）

黒 須 光 雄 公 募 委 員

高 橋 佳 枝 公 募 委 員

外部評価委員会の開催（平成２３年６月２７日・７月４日）

・外部評価委員への全体説明と点検評価

・外部評価委員による協議・まとめ

９．外部評価委員会による総合意見

この点検・評価は、下野市総合計画に位置づけられた主要施策のうち、

教育委員会所管事業の内部評価を経た１５項目（平成２２年度事業）につ

いて行ったものであります。

外部評価委員会は、対象となった１５項目に対する総合評価として、１

２項目を「十分成果が上がって良好に行われている」と評価しました。ま

た、３項目を「成果が上がって概ね良好に行われている」と評価しました。

「成果が十分に上がっておらず改善の余地が必要」と評価した項目は、あ

りませんでした。

外部評価委員会は、各事業の「点検・評価シート」において、「点検・

評価に関するコメント」として、各事業について特に高く評価する点や今

後一層の改善が期待される点などを示しました。一部に若干の課題を指摘

した事業もありますが、全体として教育委員会所管事務の管理執行状況を

高く評価しました。

施策１「次代を担う人材の育成」

下野市における教育行政を統括し一体的に推進する上で極めて重要な役

割を担う教育委員会議は、教育委員の積極的な審議及び討議によって良好

に運営されています。外部評価委員は、教育委員が現場や保護者の声に耳

を傾けて教育行政をリードしていることを評価します。一方、市民に対す

る情報発信にもかかわらず会議傍聴人がいないという現状を改善する必要
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があると考えます。

重要で意義のある「下野市奨学生」の制度については、平成２０年度の

開始から３年目に至って利用者が拡大していることを評価するとともに、

奨学金を必要とする下野市の高校生や大学生などに情報が届くように積極

的なＰＲを続けられるよう期待します。小中学校の施設管理については、

スズメバチ駆除等の危険に対する迅速な対応を高く評価し、今後も児童生

徒の安全のために、着実な整備を進められるよう望みます。特別支援教育

については、相談員１名の配置により、子ども、学校、保護者への支援体

制の充実が図られていることを評価するとともに、相談件数も多く特に重

要な事業と考えられることから今後の一層の充実を期待します。小中学校

におけるｅ－ラーニングの導入については、全校で導入した中学校での成

果を検証しつつ、小学校における普及を進められるよう期待します。学校

給食センターについては、アレルギーへの対応や食育への取組などに努め

られていることを評価し、今後の継続を望みます。

施策２「生涯にわたる学びの機会の充実」

市民誰もが生涯学習活動を通した心豊かな生活を送れるよう、様々な意

欲的な取り組みを推進されていることを評価します。

人権教育の推進や団塊の世代向け講座の開催、生涯学習情報センターの

充実などを通じて、生涯学習や社会教育における市民の多様なニーズに沿

った学習機会の提供が図られていると考えられます。こうした機会を市民

が積極的に利用できるようにするための宣伝活動の一層の充実が期待され

ます。

また、高齢社会に向けて市民の健康増進・体力向上の効果が期待できる

スポーツの振興が引き続き重要であると考えます。３地区の実情に応じて

市民体育祭が継続して実施されていることを評価し、今後の一層の発展を

期待します。全国スポレク祭キンボール大会の市民への周知状況や体育施

設の整備・管理と利用者マナーの状況には、今後改善すべき課題があると

考えます。

施策３「豊かに暮らす文化の振興」

芸術文化の振興のために、多種多様な芸術文化活動や身近に芸術文化に

接する機会を提供されていることを評価します。市制５周年を記念して「市

民音楽祭」が初めて開催されたことを高く評価します。また、小中学生に
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本物の芸術文化体験の機会を与える芸術文化鑑賞事業について、現在隔年

開催である小学校でも将来は毎年開催できるようにするなど、今後の一層

の充実を期待します。

文化財の保護・継承は、地域文化の振興の面や教育の面から重要な意義

を有するものと思われます。貴重な文化財の十分な維持管理と積極的な活

用に努められていることを高く評価します。また、国指定重要文化財に指

定される可能性が高い甲塚古墳出土遺物の公開に向けた作業の一層の進展

を期待します。

最後に、下野市教育委員会は、活動の活性化に向けて積極的な取り組み

を続けていると言えます。今後とも点検・評価を実施し、たゆまぬ教育行

政の見直しを図り、これまで以上に地域の実情にあった取り組みにより、

さらなる「教育の質の向上」を目指されるよう望みます。
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下野市教育委員会点検評価実施要綱

（趣旨）

第１条 この要綱は、地方教育行政の組織及び運営に関する法律（昭

和３１年法律第１６２号）第２７条の規定に基づき、下野市教育委

員会（以下「教育委員会」という。）の権限に属する事務の管理及び

執行の状況の点検及び評価（以下「点検評価」という。）を実施する

ことにより、効果的な教育行政の推進に資するとともに、市民への

説明責任を果たすため、その実施に関する必要な事項を定めるもの

とする。

（点検評価の対象）

第２条 点検評価の対象は、教育委員会の権限に属する事務全般とし、

下野市総合計画基本計画を基本とし、「下野市総合教育計画」に揚げ

た施策事業のうち教育行政の推進上主要事業、その他点検評価を行

うことが必要と認める事業として教育長が定めるものとする。

（点検評価の実施）

第３条 点検評価は、 毎年度１回、対象事業の取組状況及び対象事業

の実施による成果及び課題等を分析検討の上、今後の取組の方向性

を明らかにするものとする。

（点検評価に関する有識者）

第４条 教育委員会は、事務の点検評価に関し、その客観性の確保を

図るため、教育に関し学識経験を有する者の知見を活用するものと

する。

２ 前項の学識経験者を有する者の知見を活用するため、外部評価委

員会を設置する。

（外部評価委員会の設置）

第５条 外部評価委員会は、５名以内の委員で組織する。

２ 委員は、次の各号に掲げる者で構成し、教育委員会が委嘱する。

（１） 学識経験者

（２） その他教育委員会が必要と認めた者

３ 外部評価委員の任期は１年とする。ただし、再任を妨げない。

４ 外部評価委員会に委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。

５ 委員長は、会務を総理する。委員長に事故あるときは、又は委員

長が欠けたときは、委員長があらかじめ指定する委員がその職務を

行う。



６ 外部評価委員会は、教育委員会の実施した点検評価について、意

見を述べるものとする。

７ 前６号に掲げる事項について、取りまとめた結果を教育委員会に

報告するものとする。

８ 委員の報酬は、下野市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費

用弁償に関する条例（平成１８年下野市条例第４４号）の規定によ

る。

（報告及び公表）

第６条 教育委員会は、点検評価の結果に関する報告書を作成し、市

議会に報告するとともに、市民へ公表するものとする。

（庶務）

第７条 点検評価の実施に関する庶務は、教育委員会事務局教育総務

課において処理する。

（補則）

第８条 この要綱に定めるもののほか、点検評価の実施に関して必要

な事項は、教育長が別に定める。

附 則

この告示は、平成２１年４月１日から施行する。
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